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マウスの性的二型核における性ステロイド受容体の発現
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　脳にはニューロンの数や種類，形態に性差がある神経核
が存在し，性的二型核と呼ばれる．多くの性的二型核は生
殖行動や神経内分泌を制御する神経回路に組み込まれ，脳
機能の性差の礎になっている1．内側視索前核（MPN）と
分界条床核（BNST）は，ヒトを含む多くの動物種で，形
態学的に雄優位な性差を示す性的二型核である2．マウスで
は，これらの性的二型核を構成するニューロンの多くはカ
ルシウム結合タンパク質の calbindin を発現し3，4，calbindin
陽性ニューロンは雄で約 2 倍多く5，6，性行動を制御する7，8．
これらの性的二型核の性差形成と生理機能は性ステロイド
によって制御される．
　MPN と BNST に発現する性ステロイド受容体には，ア
ンドロゲン受容体（AR）と 2 種類のエストロゲン受容体

（ERα と ERβ）がある．AR と ERα は以前から免疫組織学
的な検出が可能であったが，ERβ は特異的な抗体が見つか
らず，その分布は長い間不明であった．しかし，近年われ
われが特異的な ERβ 抗体を同定したことで，ERβ の分布
が解析可能になった9―12．本研究では，性的二型核における
ERβ の分布を AR と ERα の分布と比較する事を目的とし
て，性成熟後に生殖腺を切除した雌雄マウスの脳切片を作
製し，Nissl 染色と calbindin および性ステロイド受容体の
免疫染色を行った．その結果，MPN と BNST においては，
どの陽性細胞数も雄の方が多いことが明らかになった．陽
性細胞数は ERα＞AR＞ERβの順に多く，ERαと AR は性
的二型核の周囲領域でも発現していたが，ERβ は性的二型
核に限局していた．以上から，性的二型核における性ステ
ロイド受容体陽性ニューロンの数には性差があり，さらに
受容体の種類ごとに発現量と分布が異なることが明らかに
なった．

図　マウスの内側視索前核（MPN）と分界条床核主核
（BNSTp）の組織像
8 週齢で生殖腺を切除し，10 週齢まで飼育した C57BL/6J
系統雌雄マウスの脳切片に，Nissl 染色または calbindin，
アンドロゲン受容体（AR），エストロゲン受容体 α と β

（ERα と ERβ）の免疫染色を施した．Nissl 染色像内の破線
は性的二型核の輪郭線を示す．MPN の ERβ 染色像に埋め
込まれた写真は，四角で示された部位の拡大写真である．
BNSTp の ERβ 染色像の右の写真は，左の写真の四角で示
された部位の拡大である．ac，前交連；f，脳弓；LV，側
脳室；och，視交叉；SCN，視交叉上核；3V，第 3 脳室．
Scale bar＝300 μm.
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